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1 は じ め に 嘲

ムラシグスクーク培地用混合塩類 2跳

山形県の水田におけるSU抵抗性雑草 (スルホニルウレア系      1 l clcloprop御 釧cttboxyhc a瀾 05mM
除草剤抵抗性雑動 は早0モ溌見されており、羽戎13年までに      チフェンスルフロンメチル 7跳水和剤 0,10",10ヽ 彗ヽ
遊佐町でアゼナ類め、川西町でアゼトウガラシ"とイ

ヌホタノレイ、

河北噸 ヌホタルイ、コ 1町でミゾハコベ。が確認され、発生     bア セト乳酸の抽出
の拡大が懸念されてきた

そこで、山形県内の水田残草のサンプリングとSu劉抗性雑

草の検定を行い、県内の発生実態を調査したので報告する。

2試 験 方 法

(1)繰鞭

イヌホタレイ、アゼ颯 コナギ、アゼトウガラシ、オモダカ、

シズイ、キカシグサ、ミズガヤツリ、

チョウジタデ

(2)調査年次   2002年

(3)調査方法

1)サンプリング方法

a6月下旬、各総合支庁農業普及課で事前にSU抵抗性  3試 験 結 果
雑草の疑いがあるものを採取し、ポット等で栽培してい

るものを回収 (1)県内でSU抵抗性雑草の胸 湘暇賂れた草種

b6月 下旬、各普及課の普及員とともにSU抵抗性雑草の     イヌホタノレイ、アゼナ類、コナギ、ミゾハコベ、アゼトウガラシ
疑いがあるほ場に徒 、残草嶽 取

2)迅速検定潔
)により検定

a試薬・除草剤処理

i3祠 の処理溶液を入れたシャーレに、サンプルを 40

～60mg程曳八よる

■ 30℃、明条件で約24時間培養する

(2)SU抵抗性雑草の発生確認状況

i 31111 μ lの蒸留水を入れたマイクロチューフ1こ保府してお

いたサンプルをヌ′じる

1 611℃ で5分間後に、25℃で45分問抽出する(15分

ごとに即

血 サンプルを除セt溶液を抽出液とする

cアセト乳酸つアセトインヘの数 発色
i マイクロチュープに llXl μ lの抽出液を入れ、10 μlの5%

(v/、)H2S04を加える

」 60℃で30分間静置する

■ 50 μlの 05%゛| クヽレアチ́ 容液をカロえる

市 50μ lの 5%lw/1/11サフトル溶液を入れる(直前に調

勤

v37℃で30分間静置する

d発色の有無で抵抗性を検定する

草 種   発生確認   新規確認   備考
市mrlNl■   

…

`コ

草1重         21         18       図1

イヌホタルイ    14      12     図2
■ サンプルを取り出し銀紙に包んで冷凍保存する       ァゼナ類     8      6    図3

コナギ      1      1
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(3)SU抵抗性雑草の発生マップ

図 l SU抵 抗性雑草

図2 SU抵抗性イヌホタフレイ

● :発生力鼈認された助点

○ :発生が確認されなかった地点

(4)草種|はる検定精度

草  種 検定数
検定  検定率

泊能   ∞

イヌホ,ルヘ

アゼナ

コナギ

アゼトウガラシ

オモダカ

シズイ

キカシグサ

チョウカ デ

ザ ガヤツリ

※サンプリングから廻口杏液で培養するまで平均5～6時間

4ま とめ

以上の結果から、山形県内の SU抵抗性雑草の発生は18市

町村で新d難 れ、S硼嚇齢粋嬌動湘婦墜れた市町村は

21となつた また、SU抵抗1生を示す草種としてヨナギが県内で

初めて― れた

サンプリングの状況にヨまあるもののコナギやアゼトウガラシは

活性が下がるのがス 検定率が低 なっているため、サンプリン

グから検定作業にスるまでの時間を用晴する等倹定率を高める

必嗜ロカヽ ♭る。
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図3 SU抵抗性アゼナ類
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